
動く大地が創った

大地から、まるごと
三好を感じる
標高1000～2000m級の山々からなる四国山
地。剣山を筆頭にそびえ立つ山々に抱かれ
て受け継がれた秘境の郷「祖谷(いや)」。その
郷は、四国の山深く険しい傾斜面に点々と
あり、中世以来長きにわたって受け継がれ
てきた山間部の日本の原風景が色濃く残る
地です。何人も寄せ付けない、断崖絶壁の旧
街道「大歩危小歩危(おおぼけこぼけ)」。四国
内でも険しい街道であったその道は、いつ
しか訪れる人々を魅了する国内有数の美峡
谷に移り変わってきました。徳島県の中心
を流れ、悲しみも喜びも与え続ける「吉野
川」。増水により度々暴れ川と化したその川
は、四国山地を出て讃岐山脈にぶつかり流
路を東へ変えることで、災害も恵みもその
流域にもたらし、徳島県特有の歴史文化を
育んできました。「祖谷」「大歩危小歩危」「吉
野川」など色濃い文化に溢れ、心を打つ風景
に溢れる地、それが私たちの住む地域です。
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FEEL! MIYOSHI CITY TOUR 三好市で徳島を感じる旅

空へつづく集落と吉野川の流れ、三好市の旅
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日本三大秘境の橋を渡る、祖谷のかずら橋
祖谷地域を流れる祖谷川には、国の重要有形民俗文化財
「祖谷のかずら橋」が架かっています。 この橋は、平家一族
が追手から逃れるため、いつでも切り落とせるようにシラ
クチカズラで造ったといわれています。また、老朽化と技
術の継承のために架け替えを3年に一度行っていますが、
その取り組みが評価され、三好市は「世界の持続可能な観
光地TOP100」に選出されました。
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おとろしや！妖怪伝説の残る山城町
三好市山城町には児啼爺(コナキジジイ)やエンコ・ヒダル
ガミ等々たくさんの妖怪伝説が残っており、世界妖怪協会
（初代会長 水木しげる）から「後世に遺すべき怪遺産」とし
て認定されています。藤川谷沿いの妖怪街道では、大きな
妖怪の木像をあちらこちらで見ることができ、毎年11月頃
には、地域の妖怪が勢揃いする「妖怪まつり」が開催され、
「妖怪大行列」では参加者も妖怪になって一緒に練り歩く
ことができます。
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2億年の時が生んだ渓谷美、大歩危小歩危
吉野川上流の約8kmに渡って広がる、深く険しい渓谷「大
歩危・小歩危」。2億年あまりの長い年月をかけて形成され
たダイナミックな風景を間近で体感するなら、「大歩危峡
観光遊覧船」や「ラフティング」がおすすめです。渓谷を滑
走しながら吉野川の浸食でできた大理石の彫刻に似た結
晶片岩を水面から望む景色はまさに圧巻の一言です。 夏
には新緑、秋には紅葉、冬には雪まで、変化する四季折々の
景色もお楽しみいただけます。

祖谷渓・小便小僧・ひの字渓谷
深く切り込んだV字型の渓谷には、エメラルドグリーンの
祖谷川が流れ、上から覗き込めば、目がくらむほどはるか
下に見える祖谷渓。秋には谷底から峰まで全山紅葉し、自
動車、バスからの眺望も格別です。祖谷川沿いの断崖には、
祖谷街道の開設工事で残った岩が突き出ており、岩の上に
は、かつて地元の子ども達や旅人が度胸試しをしたという
逸話をもとに作られた小便小僧が立っています。

斜面の民の暮らしから知る「自然とともに生きる」
~これからの暮らしへのヒラメキ~

山村の原風景、落合集落

三好市公式観光サイト“大歩危祖谷ナビ” h t t p s : / /m i y o s h i - t o u r i sm . j p /

徳島県西部域には、険しい山の斜面の上で暮らす人々がいます。険しい土地を改変せず営まれ、受け継がれて
きた暮らし、生業、風習は、大地・生き物との共生なくしては成立しません。ススキ（カヤ）を使用して作られる
肥料「コエグロ」、脱穀後の茎や穂を使用して作られる日用品「タカキビボウキ」などは、自然資源を余すこと
なく使用して暮らす良い事例です。斜面の大地という特徴的な地形の上で、なぜ自然資源を余すことない生
活を送ってきたのか？という問いから自然と共生していくための取り組みを知ることで、これからの生活を
考えるひらめきやヒントを得られることでしょう。

東祖谷のほぼ中央、祖谷川と落合川の合流点より山の斜面にそって広がる集落。集落の起源は明らかになっ
ていませんが、平家の落人伝説や開拓伝承などが祖谷地方には残っています。高低差約390ｍにも及ぶ急傾斜
地に集落が形成され、江戸中期から昭和初期に建てられた民家や、一つひとつ積み上げた石垣と畑などの光
景は、なつかしい山村の原風景を醸し出しています。集落内には、古民家をリノベーションしたモダンな宿泊
施設があり、ここでは自然の道理に従いながら、山村地域特有の伝統的な生活様式を受け継ぎながら暮らす
人々に出会うことができます。


